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まえがき

ニジェール国政府の農村復興計画に対する努力に応え､海外農業開発コンサル

タンツ協会(ADCA)は､深揮友雄(㈱建設企画コンサルタント)と久保哲也(日

商岩井㈱)の2名を事前調査団として現地に派遣し､テイラベリ県ウアラム農村北

部地域復興計画に係わる事前調査を実施した｡

調査団は､平成8年7月16日から同年8月3日の19日間同国に滞在し､現

地踏査､関係資料の収集に当たり､ニジェール国政府担当者要人との協議を実施

した｡

本事前調査報告書は､現地調査の結果及び資料収集･情報を基に､テイラベリ

県ウアラム農村北部地域復興計画に関する現況､実施方針等を示すものである｡

調査は､本事前調査報告書がニジェール国政府の推進する農村復興計画の一助

になることを心から望むものである｡最後に､調査団に対し適切な助言と卸指導

を承った象牙海岸共和国在日本国大使館､ニジェール国地方開発水利環境省､財

務計画省及び外務協力省をはじめとする両国政府関係機関に対し深甚なる謝意を

表したい｡

平成8年8月 ADCA事前調査団
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1.背景

ニジェール国は､ 1911年フランス領西アフリカ総督の統治下に置かれ､ 1922年

フランス植民地となった｡第2次世界大戦後の1946年にニジェール国に初の地域

会議が設置されて､フランスの海外領土としての地位が確定した｡ 1956年､フラ

ンス海外領土に対する基本法が制定されるとニジェール国は広範な自治権を獲得

したが､ 1960年に弱体化するフランス共同体を離脱して完全独立を達成している｡

ニジェール国は面積1,267千km2を有し､アルジェリア､マリ､ブルキナファッ

ソ､ベナン､チャド､リビアの7カ国に囲まれたアフリカ大陸西部に位置する内陸

国である｡国土の65%以上は砂漠気候帯に属し､南部地域では半乾燥地帯である

サヘル気候帯が広がっている｡ニジェール国は1980年代前半まではウラニウム開

発により確実な経済発展を成し遂げた国であるが､その後ウラニウムの下落､早

魅､世界経済の低迷などの内外要因が重なり急激に国内経済は悪化した｡このよ

うな状況下でニジェール政府は経済の回復と安定を画策するが､内陸国､不安定

な気象条件､乾燥気候等が阻害要因となっている.ニジェール国の人口は1993年

時点で853万人と推定され､年間人口増加率は3･3%であり､国民一人当たりの国

民総生産(GNP)は300USS (1991年)となっている｡

1986年における国内総生産は7,346億F.CFAと推定されており､第1次産業が

44.9%を占め､最大の占有率を持っているが年を追って下降する傾向にある｡第

1次産業の中心的存在である農業において､主要な食糧作物はミレット､ソルガ

ム､米などの穀物類､豆科植物のニュベ､根菜類のキャッサバなどである｡野菜

としては玉葱､トマトなどが､また､工業作物としては落花生､砂糖きび､綿花

などが重要となっている｡第1次産業の中で農業に次ぐ重要な地位を占めるのが

畜産業である｡ 1983年における牛､羊､及び山羊の現存頭数は､それぞれ340万

頭､ 320万頭及び710万頑であった｡同年における推定人口が6,049千人なので､

人口1人につきおおよそ牛と羊が半頭､山羊が1頭いたことになる｡第2次産業

における鉱業はウラニウム鉱の採掘が中心をなしており､また､製造業は食品製

造業及び繊維工業が主体となっている｡

1983年以降､ニジェール国はIMF ･世銀による構造調整により､以下の内容を

骨子として経済回復に努めた｡
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①価格等の自由化

②生産的部門に対する重点的投資

③公企業の改革

④規制緩和による民間部門活動の刺激

その結果､実質GDP成長率は1984年のマイナス16･8%から､ 1985年には天候の

回復による農業生産の増加も加わって､ 7･8%に上昇している｡ 1987年においては

雨期入りが遅れたため一部農産物の生産が減少し､成長率もマイナス0･7%と落ち

込んでいる｡国際収支は以下の理由により経常収支が赤字を続けているo

①早魅による農業生産の不振と食料輸入の増大

②1985年のナイジェ■リアとの国境閉鎖

③ウラニウムに対する需要の低迷

ニジェール国の3分の2は砂漠であることから､水はニジェール国の経済開発

にとって最も重要な要素であり､生活用水の水源は表流水を利用できるニジェー

ル河沿いとチャド湖を除いて､全て地下水に依存している.これはニジェール国

内においては地表水は少ないが､比較的地下水に恵まれているためであるo特に､

古大陸西地下水層(2万km2)
､テガマ砂岩地下水層(数10万kml) ､アガデス砂岩

地下水層(1万km2)などが､ニジェール河右岸､アイ-ル･ジャド･クトウス･

ムニオ山地､ダマガラムの諸高地を除く各地に存在しているoニジェール政府は､

国連が1980年に発表した10カ年計画に従い､ 1990年までに人口200人以上の集落に

井戸を､また､ 2,000人以上の集落にポンプステ-?ヨンを設置する計画を立案

した｡ 1986年現在､農村には11,055カ所の井戸と39カ所のポンプステーションがあ

り､ NIGELECが管理運営を行っている.最近の上水道の設備能力及び消費量な

どの推移は下表の通りである｡

年 消菅量_

1982 15,454

1983 16,989

1984 14,490

1985 14,176 (単位:千皿3)

1986 15
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2.地区の概要

(1)位置､地形及び気候

.プロジェクト対象地区は､ニジェール国テイラベリ県に属しているウアラム郡
北部地域に散在している村落である｡ウアラム郡の総面積は22,132kn了､人口約21

万人で首都ニアメより北方約86kmの所に位置している｡ウアラム郡東部はフィレ

ンゲ郡､南部はニアメ特別市と接し､北部はマリ国境に面している｡気候はサヘ

ル気候帯に属しており10月から翌年6月までの乾期と､ 7月から9月までの雨期

の2つに区分する事ができる.雨期には年平均280mmから500mm程度(1993年時点)

の降雨量があり､年間蒸発散量は4,000mm､最高気温の年平均は31度､また最低

気温の年平均は23度となっている｡ウアラム郡はシミリ､ウアラム､トンデイキイ

ンディ(計画対象地区)の3つのカントンに分れており､それぞれフェーズ1及び

フェーズ2で実施対象となった村落数及び人口(1992時点)は以下の通りである｡

フェーズ1 フェーズ2

6カ村(9,104人) 57力村(14,695人)

9カ村(18,105人) 24カ村(6,759人)

15力村(25,541人) 12カ村(6,402人)

30力村〔52､750人) 93力村(27.856人〕

カントン

シミリ

ウアラム

ンデイキインディ 102

合 計 243

ウアラム郡における主要産業は農牧業であり､地域住民の約90%が従事してい

る｡ 1960年代までは降雨量が多く､同地域の食料生産力は高く､首都ニアメへの

食料供給基地としての役割を担ってきたが､天水に依存した粗放的な農業に生産

手段を委ねてきたために､その後の早魅や砂漠化の進行により生産力は減退し､

現在は逆にニアメから食料を移送している状況となっている｡当地域では､慢性

的に農業用水と生活用水が不足し､加えて1973年及び1984年に大早魅が襲来した

ために､住民生活は不安定且つ貧困を極めている｡

このような状況の中でニジェール政府は､地方農村部における住民一人一日当

たりの計画給水量を25リットルと定め､実現できるように努力している.しかし

ながら､ウアラム郡内での生活用水源は殆どが地下水であり､既に設置されてい

るポンプ付きの深井戸などはそのスペアーパーツ及び維持管理の困難さから使用

不能となっており､加えて人口増加による飲雑用水の絶対量が不足している｡従っ

て､ニジェール政府は農村生活基盤の修復及び農業基盤の改善と食料自給の向上

を国家開発計画の重要な柱の一つに据え､その基盤となる生活用水､農業用水の

確保を急いでいる｡
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(2)給水の現状

ウアラム郡において上水施設が備わっているウアラム村とデインガジパング村

を含む全ての村は､生活用水としての水源を地下水に依存している｡取水方法と

しては､通常人力で井戸水を得ており､ワジから離れた水条件の悪い村では一人

一目5-10リットルを井戸水から得ている｡ニジェール国の地方農村部における

標準的計画給水量は､一人一目25リットルで､この計画給水量を達成するために

は住民250人に井戸1本が必要であるという標準値に比較して､実際の給水量は極

度に低い状態である｡下表は1989年時点におけるウアラム郡全域の既存井戸本数

と給水達成率を表わしたものである｡

戸 合計 必要本

201 283

175 240

数 浅井戸 深手F

152 49

137 38

カントンニ得 人口 村確

ウアラム 59,473 75

シミリ 51,646 66

トンデイ

662 87 87 107 194 381

781 243 376 194 570 904

ウアラム郡内における地下水の水質検査では､アンモニア性窒素が基準値の

2-10倍となっている｡これは地下水そのものの水質によるものではなく､井戸

周辺に集まる家畜のし尿などが混入したためと考えられる｡塩化物はウアラム郡

全域で基準値内に納まっている｡また､シミリカントン中部を除く地域の浅井戸

では､一般細菌や大腸菌類の混入が見られたが､深井戸については殆ど検出され

なかった｡これらの水質検査の結果をWHO水質基準値と比較すると､深井戸及

び複合井戸は概ね同基準値を満足しているが､浅井戸では濁りのあるものが多く

同基準値を超えている｡

水に係わる疾病は､生活排水によって汚濁されることによるものや､河川及

び溜め池などに付随したものが考えられる｡ 1988年におけるウアラム郡の疾病は

以下の通り纏められる｡

マラリア 13,049

原因不明 4,923

結膜炎 5,488

鼻炎 8,613
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下痢 3,367

喉 3,7i8

腹痛 5,208

皮膚病 5,652

皮膚･炎 2,429



浅井戸1本当たりの汲み上げ量は水位深度45m程度で約9 m3/日､水位深度

30m程度で約10m3/日､水位深度20m程度で約13･5m3/日である｡浅井戸の探さ

は10m-80mの範囲にあり､平均深度で30m程度である｡また､深井戸の深さは

50m-150mの範囲にあり､平均深度は65m程度である｡ウアラム郡全域にはフラ

ンス製足踏みポンプ(760/o)及びシーソー型手動ポンプ(230/o)が設置されてい

るが､その約6割は器械が故障し放置されている｡故障の原因としては､ポンプ

の構造上の問題と使用法についてのトレーニング不足､スペア-パーツの供給や

管理などが指摘される｡ウアラム郡におけるハンドポンプの設置時期は､他郡よ

り数年遅く1984年から始まっているため､ポンプの故障などの問題が表面化する

ほどでないが､ 14%のポンプが故障中と報告されている｡

3.計画の目的

本計画の対象地域は近年頻発する早魅により砂漠化が進み､水不足により住民

の生活環境は1960年代と比較して極端に悪化している｡これらの問題に対処する

ために先に実施されたフェーズ1では､短期的目的に沿って住民の生活用水の確

保と食料増産により住民生活の安定と向上が図られている｡更に中長期的目的に

従い､ウアラム郡の農業､家畜生産力の保護と復興､食料自給率の改善及び農家

収入の改善､生活環境の改善を図るためにウアラム郡中南部地域に散在する村落

に井戸施設と濯概施設及び必要な資機材を調達している｡本プロジェクトは､フェ

ーズ2で政治的な調整が必要ということで計画対象地区とならなかったウアラム

郡北部地域に散在する村落37カ村に､家畜生産力の保護と復興及び生活環境の改善

を図るために､井戸施設及び井戸施設の維持管理に必要な資機材を調達するのが

目的である｡

4.計画の概要

フェーズ3となる本プロジェクトは､ウアラム郡北部地域に散在する村落37力

村に浅井戸25本､複合井戸35本の建設と井戸施設の維持管理に必要な資機材を調

達するものである｡本プロジェクトは工事の規模､工事量､地域特性及びニジェ

ール国の気象条件を考慮して､ 2期に分けて実施するo各期における建設工事数

量は､以下の通りである｡
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(第1期)

･浅井戸 10本の建設(平均深さ50m)

･複合井戸10本の建設(平均深さ100m)

･上記井戸施設の維持管理に必要な資機材

(第2期)

･浅井戸 15本の建設(平均深さ50m)

･複合井戸 25本の建設(平均探さ100m)

本計画の目的を達成するためには､以下の項目についての計画を策定する必要

がある｡

①計画地区及び関連地域の踏査に基づいたプロジェクト計画適地の検討

②気象･水文･地下水･社会経済調査に基づいたプロジェクト対象地域全体

における地下水開発計画の検討

③既存井戸施設の現状調査に基づいた施設の適正規模の検討

④プロジェクト実施前と実施後による計画地区の環境アセスメント

⑤建設計画の策定及び概算工事費の積算

⑥本計画の事業評価

5.プロジェクト実施に向けての提案

本調査業務は次の3段階に分けて実施され､各段階での調査項目は以下の通り纏

められる｡

(1)国内事前調査

(イ)要請書内容の検討

(ロ)既存資料の検討

(ハ)全体計画の策定

(こ)現地調査内容の策定

(2)現地調査

(イ)事業調査及び資料収集

･計画の妥当性

･事業内容の検討
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･現行給水事業の運営維持管理調査

･インフラ整備状況

･建設資材調査

･上位計画との関連性

･既存類似施設調査

(ロ)地下水調査

･既存資料の解析

･井戸諸元及び測水調査

･既存井戸の水質検査

･電気探査

･掘削資機材の現況調査

(ハ)井戸施設の運営維持管理調査

･運営維持管理体制調査

･既存井戸の維持管理体制調査

･予算､要員､技術レベル調査

(ニ)建設関連調査

･年間施工可能期間

･施工資機材の必要性

･積算､法規

･建設工期及び施工法

･現地工事能力､予算､要員

(3)国内解析作業

(イ)プロジェクトの安当性の検討

(ロ)地下水開発計画の策定

･水理地質資料整理

･地下水水収支の概算

･開発優先地区の検討

･施設､機械計画
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(ハ)運営維持管理計画の策定

(こ)工事実施計画案の策定

(ホ)概算工事費の算出

(へ)環境アセスメント及び事業評価

6.相手国実施機関

本プロジェクトの実施に当たり､先に実施されたフェーズ1及びフェーズ2と同

様に､コーディネーターとして財務計画省が行政的責任を担うこととする｡財務計

画省は過去長年に亘って数多くの対外援助の受け入れ機関となった省庁である｡

また､地下水開発に関する実施機関としては､地方開発水利環境省が技術的責任

を担うこととする｡施設完成後の維持管理や技術的問題は､テイラベ■り県庁が対応

する｡

7.総合所見

(1)事業のインパクト

ニジェール国において本プロジェクトが対象とする飲料水を含む生活用水の

確保は､最優先課題となっている｡ウアラム地域における砂漠化の進行が著しい

状況の中で､本プロジェクトは生活用水の安定供給及び住民の基本的生活環境の

改善を図り､慢性的な水不足問題を解決しようとするものであり､長期的な観点

から民生の安定に寄与することが期待される｡また､地域住民に良質な地下水を

供給することにより､保健衛生面での向上が期待できる｡そのためニジェール政

府は特に強化すべき部門として国家開発計画の中で位置付けており､同国の将来

の経済発展の鍵を握る重要な産業分野の一つであると考えている｡

本プロジェクトから直接利益を受けるのは､テイラベリ県ウアラム郡北部地域

に散在する37ケ村の村落に居住する約20,105人である｡給水行政を担当している地

方開発水利環境省の方針では､農村部での住民一人一日当たりの計画給水量を25

リットルとしている｡国連によるアフリカ諸国の目標生活必要量は､農村部で一

人一目当たり35リットルとしているが､水資源の少ないサヘル地域及び給水施設
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の不備を考慮すると､計画給水量としてこの25リットル/人/日という数値は現

実的なものである｡しかし､乾燥地帯において現実には一人一日当たりの水消費

量は､ 5リットル以下と考えられる｡

本プロジェクトは生活用水の確保で困窮度の高い村落に井戸施設を建設するこ

とにより､異常気象による渇水期に発生する水不足問題に対処するものである｡

従って､フェーズ1､フェーズ2に継続してフェーズ3となる本プロジェクトを

実施することにより､ニジェール政府が目標としている計画給水量25リットル/

人/目を計画対象地区の住民に万遍なく供給することができるo

また､本プロジェクトの実施によりウアラム郡全域において､以下の広報効果

が期待できる｡

①住民福祉の向上 水資源確保:生活に必要な水の確保

②経済開発

保健衛生:医療及び栄養改善

社会資本:教育､社会基盤整備

生産基盤の保全と充実

適正な行政組織

( 2 )期待する次のステップ及び調査必要事項

本プロジェクトを実施するに当たり､ニジェール政府から提出される要請書に

基づいて､その内容の検討､緊急性の検討､維持管理計画及び本プロジェクトの

遂行に必要な最適案の策定などを実施して､無償資金協力の対象としての妥当性

を検討する必要がある｡また､本プロジェクトに関連して特に技術協力は実施さ

れていないが､ JOCV隊員の派遣やカウンターパートの受け入れ研修などの活用に

より､本プロジェクトはより一層効果的なものになると考えられる.
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A-1.調査員の略歴

A-2. 調査日程 久保哲也(現地参加)

日程表

日数 年月日 曜日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 H.87.24 水 アビジャン ニアメ ニアメ 移動(RK632)

2 7.25 木 ニアメ 水利環境省.農業牧畜省

3 7.26 金 ニアメ 財務計画省.外務協力省

4 7.27 土 こアメ アビジャン アビジャン ##(RK860)

5 7.28 日 アビジャン 資料整理

6 7.29 月 アビジャン 日本大使館報告

7 7.30 火 アビジャン 資料収集
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(深厚友雄)

日程表

日数 年月日 曜日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 H8.7.16 火 成田 アムステルダムアムステルダム出国(KL862)

2 7.17 水 アムステルダムニアメ ニアメ 移.動(AF2401)(RK133)

3 7.18 木 ニアメ 水利環境省打合せ

4 7.19 金 ニアメ 現地調査.資料収集

5 7.20 土 ニアメ 現地調査

6 7.21 日 ニアメ 資料整理

7 7.22 月 ニアメ 現地調査

8 7.23 火 ニアメ 現地調査

9 7.24 水 ニアメ 現地調査.資料収集

10 7.25 木 ニアメ 水利環境省.農業牧畜省

ll 7.26 金 ニアメ 財務計画省.外務協力省

12 7.27 土 ニアメ アビジャン アビジャン ##(RK860)

13 7.28 日 アビジャン 資料整理

14 7.29 月 アビジャン 日本大使館報告

15 7.30 火 アビジャン 資料収集

16 7.31 水 アビジャン パリ 機内泊 移動(RX132)

17 8.1 木 パリ アムステルダムアムステルダム移動(AF2424)

EE] 8.2 金 アムステルダム 機内泊 S&(KL86l)

19 8.3 土 成田 帰国
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A-3.資料収集リスト

1. COMMERCE EXTERIEUR 1990

2. PLAN DE DEVELOPPEMENT ECONOMIQUE ET

SOCIAL DU NIGER 1987 - 1991

3. PROGRAMME INTERIMAlRE DE CONSOLIDATION 1984 _ 1985

4. ANNUAlRE STATISTIQUE 1986 - 1987

5. FORMATIONS GEOLOGIQUES A L10UEST DU NIGER

6. CARTE DES PUITS DE L'ARRONDISSEMENT DE OUALLAM

7. COURBES ISOPIEZES DES NAP㌣ES DANS L'ARRONDISSEMENT DE

OUALLAM

8. LE NIGER ET SES MERVEILLES

9･ CARTE GENERALE, NIGER, S=1: 2,000,000

10. LIATLAS DU CONTINENT AFRICAN

11･ CARTE, LE MONDE, S=1: 28,500,000

12･ CARTE, AFRICAN (NORTE ANDWEST), S=1: 4,000,000
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A-4.面会者■リスト

1･象牙海岸国在日本大使館

角日 成 三等書記官

2･ニジェール国邦人関係者

山戸 寛 専門家(地方開発水利環境省)

3･ MINISTERE DES FINANCES ET DU PLAN (財務計画省)

M. HALIDO BADJE DIRECI℃UR DES PROGR王MMES ET DU PLAN

(プログラム計画局長)

M. IDE ISSOUFOU DIRECTEUR DU FINANCEMENT DES

INVESTIS SEMENTS

(外国資金局局長)

M. ADEDEDJI MAKARIMI INSPECTEUR CENTRAL DU TRESOR

(中央国庫検査官)

M. ABDOU SOUMAILA CHEF SERVICE DEVELOPPEMENT RURAL

(地域開発課長)

M. GARRO GADO

MM. ZIKA AMINATA

CHEF DU DIVISION COOPERATION JAPON

(日本担当協力課長)

DIVISION AGRICULTURE

(農業担当官)

4･ MINISTERE DE DEVELOPPEMENT RURAL DE LIHYDRAULIQUE ET

DE L'ENVIRONNEMENT (地方開発水利環境省)

M. ZIBO ZAKARA DIRECTEUR DES INFRASTRUCTURES

HYDRAULIQUES (水利インフラ局長)

M･ BAOUA GARBA CHEF DU SERVICE DE L'HYDRAULIQUE

RURALE (地域水利課長)

M･ SOULEY GALADIMA DIRECTEUR, DDH/¶ (テイラベリ水利局長)

5. MINISTERE DES AFFAIRES ETRANGERES ET DE LA COOPERATION

(外務協力省)

M. BABnRY TAOU SANGARE CHEF DIVISION ASIE

(アジア担当課長)

M. MAHAMAN ABDOU DIRECTEUR REGIONAL

(地域局長､日本担当官)
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MLLE.AlCHATOU ILLO DIRECnON AMERIQUEIASIE-OCEANIE

(アメリカ,アジア､オセアニア担当官)

6. BRGM

M. ABDOULEARIM TAHIROU INGENIEUR mRO-GEOLOGUE

(地質水利技師)
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A-5.調査実施案

Direction des Infrastructures

Hydrauliques

Mimistとre de D6veloppement Rural

et 1-Hydraulique et de l■Environnement

R6publique du Niger

Le Projet de Rehabilitation

de la

Zone Rurale de Oua)lam

Phase III

AoGt, 1996
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Ⅰ. Description du Prqjet

I.Arri主re ･

plan (description d6taillie)

(1)Situation ac山e山e du secteur

LeNiger est un pays de l･267.000km2 enclave dans lrAfrique de lTOuest. n est entouri de 7 autres

pays : lTAlg6rie, le Mali, 1e Burkina Faso, 1e Benin, le Nigeria, le Tchad et laLibye･ Jusque dams la

premiere moiti6 des annies 80, le Niger avait achev6 un reel dicollage 6conomlque grace a

lrexploitation des mines dluranium･ Par la suite, 1'iconomie slest brusquement dit6rior6e a cause

d-une s6rie de facteurs extemes dont la chut des prix de 1-uranium, la sicheresse, la stagnation

iconomlque mOndiale sont les prlnCIPauX･LeGouvernement envisagea une s6rie de stratとges pour

planifier le redressement 6conomlque du pays et sa stabilit6, mais les tentative furent entravies par

des contraintes telles que son enclavement, 1-instabilit6 climatique et lraridit6 du pays･

Au Niger lragriculture est le secteur dractivit61e plus important pulSque 90 % de la population vit en

milieurural ; pourtant sa productivit6 est extremement faiblep car pratiquement 90 % du temitoire

national se trouve en milieu aride ou semi-aride.

En dehors de la
regionp6riph6rique

du lac Tchad et des reglOnSriveraines dufleuve Niger oh il est

possible de se procurer de lTeau de surface, au Niger, les ressources en eau sont apport6es par les

nappes souterraines･ Ainsi, dans les zones urbaines, on sTalimente a partir de puits sur lesquels sont

instal16es des pompes 61ectriques ou a partir des eaux de surface et dams les zonesrurales l'eau

potable est fournie par forages augment6s d-une pompe manuelle et par les puits OFEDES･Les

installations d-alimentation en eau (lespuits existants)reprisenteraient
65 % des puits nicessaires

pour satisfaire la consommation d7eau potable･ En r6alit6, il semblerait que la consommation par

personne et par Dour dams les regions arides du pays ne d6passe Fas 5 1itres･

L'arrondissement de Oual1am se trouve dams le d6partement de Tillaberi, a 86 km au nord de

Niamey･ n est situ6 de Fillingue a llest, 1e centre urbain de Niamey au sud et la frontiとre malienne au

Ⅲord.

Clest un arrondissement essentiellement agricole pulSque
Ce SeCteur 6conomlque absorbe 90 % de la

population･ Jusque vers les ann6es 60 1es pluies 6taient relativement abondantes et done la capaciti de

production vivriとre importante, de sorte que lTarrondissement servait de base d-approvisionnement a

la00pitale Niamey･ Cependant, avec ITapparition des s6cheresses, 1es rendements ont d6clin6 a
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mesure que progressait la disertification dams cette region oh les moyens de production reposent

exclusivement sur une agriculture extensive pluviale ; ainsi auJOurdlhui les roles sont invers6s et crest

maintenant Niamey quialimente le d6partement. En effet, 1avie est difficile et precaire, a cause du

manque chronique d'eau agro-pastorale ou dTeau potable directement lie aux conditions climatiques

naturelles aggrave par les s6cheresses r6currentes qul Se SOnt abattues sur la regionen
1973 et 1984.

(2)Problとme du secteur a risoudre

IA region
du
projeta vu sonmi1ieu naturel

se d6grader depuis les ann6es 6O a cause de l'avanc6e du

d6sert provoquee par les s6cheresses r6currentes de ces demiとres annies, et a cause des difficult6s
ノ

alimentaires et du manque dTeau qul S'en suivent･ Pour faire face a cette situation, le Gouvemement

du Niger est en train d'essayer de r6aliser pour arriver a foumir les besoins de 25 I par JOur et par

personne dans la zonerurale･ Mais les ressources en eau potable sont apport6es par les nappes

souterraines･ Parailleurs, 1es pompes qul SOnt instal16es sur les puits de I-arrondissement ne

fonctionnent pas par manque de pieces d6tach6es et par manque d'entretien, les deux difficiles a

r6aliser, et en plus la croissance d6mographique accentue considirablement les manques d-eau

potable.

Pour faire face a cette situation le Gouvernement du Niger a entrepris d'acc616rer la rehabilitation des

bases de son agriculture et de relever son taux d7autosuffisance alimentaire, axes fondamentaux du

plande diveloppement national, par des actions qul Visent a garantir les ressources en eau agro-

pastorale et en eau potable.

(3)N6cessit6 etlmportante de 1-amelioration du secteur, qui ont amen6 a la formulation du projet
Dans la regionde Ouauam du monde lavie est

devenue extr色mement precalre et difficile a cause du

manque chron]'.que dleau agro-pastorale et d-eau potable directement lie aux conditions climatlqueS,

mais aussi a cause des grandes s6cheresses r6currentes qul Ont frapp6 1a region
en 1973 et 1984･

Selon llanalyse de qualiti de lleau effectu6e sur les 30 puits du villages, on remarque que tous les

6chantillons d6passent les normes de I.OMS pour ce qul COnCerne les coliformes et les germes

normaux. I^ demande en permanganate de potassium est plus 6lev6e que les normes
ce qui laisse

supp()ser desinfiltrations.

Par consequent, les populations du secteur pourront s'alimenter en eau potable
de bonne qualiti et

drune faGOn Stable alors qulauJOurdrhui ilssont obliges de boire l.eau desrivi主res et
des mares tout a

faitimpropres a la consommation･Lesindicateurs de sant6 devraient etre am61ioris･ L'environnement

vitaldes populations sera r6habilit6 grace a la foumiture stable dteau potable･
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(4)Rapports entre le secteur et le projet

I-A pOlitique nationale vis
a vis de lTeau repose sur

le pnncIPe que tout
le monde a en permanence

droit a lteau. L'objectifle plus important de cette politique est de satisfaire
les besoins qualitatifset

quantitatifs
des Nig6riens et de d6velopper les ressources hydrauliques du pays sans porter prejudice

a ltavenir de cette region
du Sahel, ce qul Signifie que l'616ment essentiel de ∝t objectifest de

satisfaire les
besoins fondamentaux de lTensemble de la soci6t61

Les objectifs
du programme

dTaminagement de ltenvironnementrura1 6troitemet lies a ce proJet

portent sur
les actions qul PermettrOnt

en PnOrit6
de garantir les ressources en eau indispensables a la

vierurale et aux moyens
de production･Leprogramme concret renferme les volets suivants:

-An61ioration
du niveau de vie des populationsrurale･

- Rehabilitation et protection de l7environnement
de production･

- Augmentation de la production･

c.est dams ce contexte qu,en 1986
1e Gouvemement du Niger a itabli le programme de rehabilitation

des zonesrurales cite pr6c6demment
dams le but de maintenir les villages

en vie et de stabiliser la

population. Au niveau central,
1e dossierfut pr6sent6 a un comit6 des projets

de rehabilitation de

ouallam, form6 en novembre de la memeannie et confi6 ensuite
au Ministere du Plan, au Ministとre

de I.environnement Agricole et au Ministとre des Ressources Hydrauliques
de lr6poque, pu主s transmis

au Cabinet du Premier Ministre.

(5) Raisons pour lesquelles la demande de 1-aide japonaisesous forme de
don a 6t6 faite pour ce projet

palticulier

Desireux de maintenir lesvillages
en vie et de stabiliser sa population,

en septembre 1986, le -

Gouvernement du Niger a prepare 1e dossier dtun projet
de rehabilitation

de la zonerurale
de

ouallam･ n a adressi
une requite au Gouvemement

du Japon pour le financement
de l'6tude du plan

directeur du
projet.LeGouvemement

du Japon a alors envoye une mission d'6tude par l'entremise

de son agence JICA, pour
itablir le plan directeur

demand6･ Au terme de l!6tude qul S†est d6rou16e en

1988 et 1989.

LeGouveⅢement du Niger a silectionn6
en pnorit6 les deux premiers volets

d7actions qul

sTinscrivent dans une perspective a court terme, et adress6 une requite
de cooperation

financiとre a

titlede don a notre Gouvernement.LeGouvernement du Japon a envoye unemission
de la JICA en
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1989 - 1990･ Cettemission 6tait charg6e d'6tudier le concept de base de la Phase l du projet,
1equel

portait sur les 30 villages places en tete des pnorit6s a cause de leur degr6 drurgence et de leur qualit6

de mod己1e･ L'6tude a 6t6 suivie d-un programme de constructions de 35 puits, 65 contre-putts et 12

p6rimetres d-irrigation et de foumiture du matiriel de construction des ouvrages, 6ta16s en trois lots.

Au terme de la Phase I, 1e Gouvemement du Niger a adress6 une nouvelle demande de cooperation

financiとre atitre de don, 1aquelle portait cette fois sur ltam6nagement de structures permettant de

garantir les volumes d-eau potable et de promouvoir les cultures de contre-saison dams les 93 villages

qulviennent tout de suite apres les sites de la Phase I dams llordre de prlOrit6･LeGouvemement du

Japon a envoye unemission de la JICA en 1993･ Cettemission 6tait charg6e dTitudier le concept de

base de la Phase II du projet,
1equel portait sur les 78vi11ages places en tete des pnorit6s a cause de

leur degr6 d.urgence et de leur qualit6 de mod主Ie･ LT6tude a 6ti suivie d-un programme de

constructions de 35 puits, 65 contre-puits et ll p6rimとtres d'irrigation et de foumiture du mat6riel de

construction des ouvrages, 6talis en deux lots.

Pour faire face a cette situation le Gouvemement du Niger a adress6 ce requite de cooperation

丘nanciとre a titrede don a notre Gouvernement du Japon comme le
projet
de R6habilitation･de la Zone

Rurale de Oua止am - Phase III.

2.Objectifs et apersu du projet

(1)Objectifsdu projet

(i)ObjectifTsa court terme

-Alimentation
en eau agro-pastorale et en eau potable･

- Augmentation de la productivit6 agricole et amelioration
de cette productivit6.

- Protection de 1-envi工Onnement

(ii)Objectifsa moyen et long termes

- Protection et promotion des capacitis de production agro-pastorale et forestiとre･

-An61ioration
du taux dtautoISuffisance alimentaire.

1Am61ioration
du revenu des agriculteurs et amelioration de lTenvironnementvital.

(iii)Priとre de dicrire entiとrement les rapports entre le projetet
les
objectifs,et

de quelle maniとre le projet

contribuera a la rialisation des objectifs
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LeGouvemement du Niger ayant jugenecessaire a lTex6cution de ce projetpour obtenir des objectifs
du
projetmentionn61Les projetsnicessaires pour atteindre

les obJ'ectifs pr6citis sont indiqu6 comme

suite:

- Foumiture des besoins en eau pour assurer des conditions drhygiとne suffisantes･

- Construction de petitsp6rimとtres dTirrigation･

- Reboise皿ent.

(2)AperGu du projet

briとrede donner une description complとte de chaque batlment et chaque iquipement,ainsi que leurs

sp6cifications d6tail16es)

h Gouvemment du Niger a adressi une nouvelle demande de cooperation financiere a titre de don

laquelle a part les villages au nord exclus au terme de la phase II･Les 37 villages qui font llobjetde la

requite sont diss6min6s sur llensemble de nord de l'arrondissement de Ouallam, 1aque11e portait cette

fois sur l■am6nagement de structures permettant de garantir les volumes d.eau potable pour une

population de plus de 20.000 babitants･

h requete du projetPhase III portait
au depart sur dTun programme de constructions de 25 puits, 35

contre-puits et de foumiture de mat6riel de maintenance des ouvrages･

Levolume des travaux de chaque lot sur le projetpourrait
etre les suivants :

(Phase I)
- Puits 10 (profondeurmoyenne 50皿enViron)･
- Forages et contre-puits 10 (profondeurmoyenne 100 m environ)･
- 1a foumiture des mat6riels n6cessaires pour d'entretien des ouvrages･

(PbaseII)
- Puits 15 (profondeurmoyenne 50皿enVi【on)･
- Forages et contre-puits 25 (profondeu工mOyenne 100 m environ)･

(3)Plan du site de chaque b畠timent et/ou 6quipement

Ce proJet, COmPte tenu du volume et de l16tendue des travaux ainsl que
de la sp6ci丘cit6 de la region et

des conditions climatique de la zonerurale de Ouallam, a iti divis6 en deux lots･
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3･Avantages, r占sultats et )Impact pubLicjtaire du projet

(1)Population qui tirera directement profit du projet
m slagit de toute les populations des 37 villages sur 1-ensemble le nord de llaⅢ･ondissement de

Ouauam situi dans la prefecture de Tillabery. n a estimi environ de 20,105 habitants.

(2)Population qui tireraindirectement profit du projet
II sTagit de toute les populations des 243 villages sur lrensemble de 1.arrondissement de Ouauam

situ6 dans la prefecture de Tillabery. Il a estim6 environ de 210,000 habitants.

(3) Zone qui drera profit du projet
Lenord de lTarrondissement de Ouallam situ6 dans la prefecture de Tillabery

(4)R6sultats 6conomiques et sociaux du projet

(priとrede faire une description d6tail16e)

(i)Situation actuel

LlobJ'ectif du Ministとre du d6veloppementrural de lrHydraulique et de lTEnvironnement qul eSt

responsable de l'alimentation en eau est de foumir 25 litrespar JOur et Par PerSOrme dans les regions

rurales･ Cependant, 1es normes fix6es par les Nations Unies pour les pays dlAfrique sont de 35 litres

par JOur et Par PerSOnne en milieurural, mais si llon tient compte du manque dTinstal1ations

dTalimentation et de lTinsuffisance des ressources dans les regions du Sahel, il apparait que le chiffre

corrig6 a 25 litres par JOur et par PerSOrme s°it rialiste. Mais 6tat actuelle,且semblerait que la

consommation par ヨour et Par PerSOnne dans les regions arides du pays ne dipasse Fas 5 litres.

(ii)Risultats esp6ris du projet
h construction de puits ou contre-puits dams lesvillages particulierement priv6s dTeau potable devrait

r6soudre les problとmes chroniques de p6nurie d†eau en saison s己che ou dans les piriodes de

s6cheresse qul aCCOmpagnent lesanomalies climatiques･ I^ rialisation du proJet Permettra de fournir

6quitablement a la population du secteur concem6 1es volumes d.eau de base dont les normes ont it6

fix6es par le Gouvemement du Niger a 25 litres par JOur et Par PerSOnne･

(5)Impact publicitaire

(A quel nombre sont estimies lespersonnes qui remarqueront les avantages ou les r6sultats positifs du

projetex6cut6 avec l'aide japonaisesous forme de don, a son achとvement?)
I^ r6alisation du projetpermettra des installations des puits et de foumir 6quitablement de toute les

populations des 243vi11ages sur I-ensemble de llarrondissement de Ouallam. Il a estim6 environ de

210.000 babitants.
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L'impact publicitaire sur le pro]et pourrait etre les suivants :

1)Augmentation de lTassistance publique a la population

- Garantir les ressources : Garantir sur lTalimentation en eau potable

- L'hygiとne et de la sant6 : LTamilioration de midicalet de nourriture substantielle

- Capital sociale :Aninagement des bases de l'6ducation et de social

2) Diveloppement socio-6conomique

- Garantir et renforcement des bases de la production

- Organ1gramme de lTadministration convenable

4.ReqlleteS a11Pr主s d'autres donateurs

(1)DTautres requites ont -

elles iti faitesauprとs d'autres donateurs pour uneaide, en rapport itroit avec

ceprojet?

1.Oui

(2)Dams l'affirmative, priとre de remplir ce qui suit
(i)mom des donateurs :

2.Non

(ii)nom et aperGu de lTaide :

(iii)Possibilit6 que le donateurs apporte lTaide requise :

(iv)Dams le cas o血1es autres donateurs n-apportent pas leur aide, priere de donnerune description

ditaiu6e de la justesseet de 1-efficacit6 de ce projet･

(v)Dans le cas oh les autres donateurs accordent des prats, priとre de d6crire la raison pour laquelle
lraide japonaisesous forme de don a 6t6 requlSe POUT le projet･

5.Priorit占

(Pri主rede d6crire la priorit6 de ce projetpamli
les autres pro)lets pour lesquels des requites ont 6ti faites

auprとs du Japon)
(Priとrede joindrela liste des pro)lets par ordre de priorit6)

Leprojetest d'une haute prlOriti au point de son aspect humanitaire et contre disertification pour le

Gouvemement du Niger.
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6･Minist主re et Agence charg6e du projet

(1)AperGu de l'agence dTexicution

(priとred'en faire une description detail)
(i)Organigramme de l'agence (g6niraliti)
(prieredTy marquer le d6partement et la division responsables charges du projet)

(ii)Pouvoirs et devoirs de l'agence

Les travaux dlexploitation des nappes seront sous la responsabilit6 du Ministとre du D6veloppement

Ruralde rHydraulique et de rEnvironnement comme les proJetS des Phase I et II qul SOnt en

vlgueur･Les problemes techniques et les problとmes de responsabilit6 g6n6rale de ltexploitation et de

rentretien seront pns en charge par la prefecture de Tillab6ry･ I^ responsabilit6 directe de lTentretien

sera assum6e au niveau de chaque agglomerationpar le chef devillage, et tous les villages seront

coiffis par le Maire de Oual1am.

(iii)Personnel

(priとrede mentionner le nombre de personnel, travailleurs et employ6s de 1-agence et lesd6partement,
division et section responsable charges du projet)

(iv)Budget (revenuet d6penses)
(simention est faite en m,opn中e

locale,
p申e
de mentionner le denier cours de change de la monnaie

par rappoll au dollar amencaln et au yen JapOnais)

(2)AperGu du Ministとre superviseur
(priere.dedo皿er une description d6tai116e)
(i)Organ1gramme de lTagence (g6n6ralit6)
(priとredry marquer le dipartement et la division responsables charges du proJ'et)

(ii)Pouvoirs et devoirs de ltagence

Lecoordo皿ateur du pro)et seront sous la responsabilit6 du Ministとre des Finances et du Plan comme

les
projets

des Phase I et II qul SOnt en Vlgueur.LeMinistere des Finances et du Plan a une trとs

grande experlenCe des projetsde cooperation 6trangere, et de fait peut d6ployer le personnel

comp6tant que n6cessiteront le suivi de la planification, 1a cooperation et la r6alisation du proJet･

(iii)Personnel

(pri主rede mentionner le nombre de personnel, travailleurs et employ6s de lTagence et les
d6partement, division et section responsable charges du projet)

(iv)Budget (revenuet d6penses)
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7.Preparation

(1) Site dd projet
(Attachezdes photos et des plans g6ographiques qui?xpliquent

bien le Site)
(i)Emplacement et Adresse du Site, Superficie du Terrain

(a)Emplacement du Site

Lenord de llarrondissement de Ouauam situ6 dams la prefecture de Tillabery･

(b)Adresse du Site

Lenord de rarrondissement de Oua11amsitu6 dams la prefecture de Ti11abery･

(c)Superficie du Site

lO,000 kirometres carr6s environ.

(ii)Preparation du Terrain

(a)A qui appartient le terrain

Leterrainest du domaine national.

(b)N6cessit6 de l'expropriation

Non.

(2)Electricit6,･t616phone, eaux potables et usies et autres facilit6s

(D6crivezles possibilitis d'utilisation des facilit6s cities plus haut)

Disponible.

(3)Est - ce quTil a d'autresinformations, statistiques ou donn6es concemant les cond･itions

geographiques, g6ologiques,mitiorologlqueS Ou OCianographiques etc.?
(S■ily en a, joignez- 1es S.Ⅴ.P.)

8･Capacit占de l'agence d-ex占ctltion

briとrede dicrire les capacit6s de lTagence a diriger, soutenir et faire fonctionner le projet)
(1)Situation ac山e止e
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(2)Problとmes de l'agence

(3)Plan dTam61ioration

(S'ilexiste, priとre de d6crire en details le contenu d'un tel planqui permettra a lragence de contr6ler le

projetriellement et maniとre plus efficace)

9.Operation et question du projet

(1)Personnel

(priとred-indiquer le nombre de personnel)

Etatac山e1 Apreslar6alisationduprojet

Ministとredetutelle

Agencedーexicution

Personnelresponsableduprojet

(Dans le cas d'h6pital, d-instituts de recherche, de centre de formation, priere de joindre
rorganigramme defonctionnement du

personnel)
(Dans le cas oも1e personnel nicessaire nlest pas encore assure, quand et comment cela sera

- t - il

fait)

(2) Budget

(priとredTindiquer le budget sur le tableau ci
- dessous)

(Simention est faite en rp?nnaie
locale, p.riとrede mentionner le denier cours de change de

la mormaie

､

par rapport au dollar amencan ou au yen JapOnais)

ilya2ans ilyalan actuellement 孟1ーachとvement

duprojet
(19)(19) (19) (19)

Ministtresuperviseur

AgencedTexicution

Budgetdirectduprojet

Budgetrelatifauprojet

(Dans le cas o心une allocation bu9g6taireadditionnelle est n6cessaire pour l■exicution du projet,
priとre de r6pondre aux questions sulVanteS)

(i)Lebudget additionnel a - t - i16t6al1ou6?

1. Oui 2. Non

(ii)Si non, comment et quand le budget additionnel sera -トilallou6
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(3)Aptitude technique du personnel local

(i)Priere de d6crire les aptitudes teclmiques du personnel localpour faire fonctionner le projet

(ii)Priとre de d6crire en details le niveau de formation reGue de ceux■ qui seront charges de l■op6rationet
de la gestion des batiments e絹qulpementS.

10.Liste des projets apparent6s
(Priとrede remplir ce qui suit, sril y a un projetex6cut6 par

un autre pays donateur ou?rganisme
international dams les zones concern6es)
(1)Nom du donateur

(2)Nom du projet

(3)AperGu du projet

(4)Type d'aide (don, prat, assistance, technique, etc.)

(5) Piriode du proJ'et

(6)Rapports avec ce projet
(STily a de nombreux projets,priとre de joindreune liste de ces pro)lets expliqu6s de la meme maniere)

11･Assistance tecbniqlle

(1)Y - a - t - il une assistance technique affect6e a ce projet?

1. Oui 2. Non

(2)Une assistance technique est -

elle nicessaire a lTex6cution de ce projet?

1. Oui 2. Non

(3)Si, non priとre de dicrire les raisong pour lesquelles 1-assistance technique nTest pas nicessaire
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(4)Si oui, priとre de remplir ce qui suit :

(i)Experts a court terme

( -

pe工SO□ⅡeS)(SeCteur:

(ii)Experts a long terme

(iii)Acceptation de stagiaire

( -

personnes) (secteur:

( -

personnes) (secteur:

(iv)Coop6ratioT teClmique pour projet
-

type

(Sin6cessalre, priとrede donner un aperGu du projetpropose)

(v)Volontaires de la cooperation japonaised-outre-mer (JOCV)
(Sin6cessaire, pri主re de donner un aperGu du secteur propose)

I･a cooperation teclmique nra pas eta sp6cialement envisagee pour ce proj'et. pourtant a serait dlautant

plus efficace sillon faisait appel a des volontaires de la cooperation JaPOnaise dtoutre-mer sp6cialit6s

de lTagriculture et du Genie Ruralou encore de la vulgarisation agricoleainsl quTa des stages de

formation qul Suivraient la miss en place d'une contrepartie.

(vi)Programme d'6tude de d6veloppement (6tudesde faisabilit6 et plan directeur)
(Sin6cessaire, priとre de donner un aperGu du programme d-6tude de d6veloppement)

(5)Une requite officielledlassistance technique a - t -

elle dija6t6 faite?

(1)･Oui (2).N孤

(iii)Si oui, priとre de mentionner la date de la requite

(iv)Si non, priとre de d6crire la raison pour laquelle la requite officielle nT a pas encore 6t6 faite

E止e sera faite trとsprochainement.

(v)Quand la requite sera - t- elle faiteauprとs de l-Ambassade du Japon?
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CARACTERISTIQUES DES PLllTS OFEDES

1.

2.

3.

4.

CuveJage en b貞ton arm丘

Le diametre int6n'eur du cuvelage est de 1,80 m, J･6palSSeurdu baton am6 de 10 cm

et on utilise des moules de ciment de densit6 350 kg/m3.

Llarmature
pos6e au centre du cuvelage占st constitu6e de barres de fer hon･zontales

(diam6tre 6 mm)畠des intervalles de 15 cm st de 26 barres venicales (@ 8 mm).

Le revetement des barres vertjcales et des barres hoHzdntales est de 30 cm minimum.

Buses perfor卓es

Le diam8tre de la buse perfor6e est de 1.40 m ; elle est faite avec du baton armる

fabriqu岳avec du ciment de 400 kg/cm3 et des trous de 8畠10 mm perfor6s a 45｡ sur

la paroi ext6rieure.

une buse perfor6e fait lm de Jong･ Le rev創ement de Ja buse占t dJ cuvelage de baton

arm6 est de O･5 m d-6paisseur minJ･mum･ [a hauteur maximum de 1,40 m. Les barres

de fer horizontales de 6 mm de diam8tre sont posies tous les 15 cm et les barres

verticales de 8 mm.sont au nombre de 22.

Trousse coupante

La trousse coupante est faite en baton amle Prepare avec du ciment de 400 kg/cm3.

EJle constitue le socle de la buse perfor6e.

Anc･rages

(1) L'ancrage est un socle circulaire en c舌ment de 350kg/cm3 d･une 6paisseur de 0,12

m et dlune largeur de O･7 m畠la partie raccord de fomle COnlque. Cette base est

POSie sur un baton de O･08 m fait avec du c舌ment de 150 kg/cm3. La base est faite
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avec un ciment de 350 kg/cm3 et ra paroi circulaire de 0,40 m renforc6e avec des

barres de fer 16gerJUSqu･a une hauteur de 0,50 m.

(2) Pour des profondeurs de forage plus grande, on placera des ancrages Ious res

lOm au milieu et au fond du forage.

5.

6.

7.

8.

9.

MargeJIes

La marge-le est faite avec du ciment de 350 kg/cm3･ arm卓de barres de fer leger. E‖e

s'61evera畠une hauteur de O･50 m au dessus du socJe･ E‖e prolonge l･ancrage de

surface.

Filtre de graviers

Un mtre de graviers est compact6 sur l･extin･eur de la buse perfor6e,

Abreuvoir

un abreuvoir de forme ronde est insta[16畠1m de l･antibourbier (@ 0,80 mm).

Mat6riaux

pour Jes puits OFEDES on uti[jse du baton. du monJ･er, du ciment畠fa chaux

hydraulique･ des
agr6gats･ de ].eau de milange, du fer pour les armatures du baton.

lnstaHations de pompage

un coffrage en acier sera pos岳sur la margelre du reservoir (coffrage : a) = 1.50 m -

H ≡ 1･00m), auqueJ seront Rx6es 18 pouJies en acier (β27 cm).
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Dessin standard d'un centre-puJ･ts

巳 Poulie en acier

Couverc[e avec vis

Cimentation

Enveloppe

Collier de pnse en charge

E
c
h
e
f
l
e

l

1.∫
Valve d'arr色t

Valve de retenue

Marge‖e

Ancrage de surface

Antibourbier Coupe A-A

100

Abreuvoir

Coupe B･B

EnveZoppe
■¢l800

Coupo c･c



CARACTERISTIQUES DES CONTRE-PUITS

Les contre-puits sont constitu6s d.un forage et d･un puits qui sert de reservoir.

1. Forage

1･1 Forage du puits

Diamatre de forage : environ 9 % de pouce

Diametre du cuvelage : 6 % de pouce

1･2 Compactagedegravier

Un Rltre de gravier est compact6 entre la paroi exteme du cuvelage et Ja buse

perfor岳e.

R丘servoir

Cuvelage en baton arm6･ diametre int6rieur du cuve暮age de 1
,80m,
6palSSeur du baton

arm岳10 cm･ mou[e fabriqu岳avec du ciment de 350 kg/cm3.

Sur la panie centrale
･du
cuveTage en baton, on pose des barres de fer hon･zontalei

de 6mm de diam6tre畠des interva=es de 15 cm et 26 barres de fer verticales (a

8mm).

En outre les barres de fer hohzontales et verticares sont revetues d･une epalSSeur de

30 cm environ.

2･2 Ancrage

(1) L'ancrage est un soc[e circulaire en c舌ment de 350 kg/cm3 d･une 6paisseur de

O･12m et d'une largeur de O･7m畠Ia pa仙e raccord de forme conJque･ Cette base

est pos岳e sur un baton de O･08m fail avecdu ciment de 150 kg/cm3. La base est

faite avec du ciment de 350 kg/cm3 et Ia paroi circulaire de 0.40 m renforc6e avec

des barres de fer始g8res JUSqul畠une hauteur de 0,50 m.

(2) Pour des profondeurs de forages plus grandes, on pJacera des ancrages Ious les

lO m au milieu e.I au fond du forage..
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2.3 MargelJes (au dessus du niveau du
sol)

La marge"e est faite avec du ciment de 350 kg/cm3･ arm岳de barres de fer lager sur

une hauteur de O･50 m au dessus du socJe･ E[[e proronge l.ancrage de surface.

2.4 AbreLJVOir

Un abreuvoir de forme ronde (@ 0,80m) est insta"6 a lm de l･antib.urbier.

2.5

3.

4.

Mat卓riaux

Les reservoirs sont construits selon les caract6n･stiques OFEDES avec du baton. du

mortier･ du ciment畠Ia chaux hydrauJique･ des agr6gats･ de l･eau de m61ange et du

fer pour les armatures de baton.

SystBme de passage de l･eau entre le forage et Ie reservoir

une fois que le reservoir est termin岳on perce un trou de passage de l･eau JuSqu･au

forage･ On Rxe une vanne d･ouverture sur le cuvelage du forage.

lnstaHations de pom.page

Un coffrage en acier sera pos岳sur [a margelle du reservoir (coffrage : β - 1,50 m -

H = 1･00m)I auquel seront nx6es 18 poulies en acier (@ 27 cm).

-36-



A
･
6
.
B
g
蔀
鵡
]
j
｡
賢
薬
園



省･組系刀く不一



ORGANIGRAMMB DE L-AGENCE

Les responsables centraux du Mini.stare des Finances et du plan

Cabinet
C abinet



ORGANIGRAMME DE LIAGENCE D-EXECUTION

L■ORGANIGRAMME DU MINISTERE DU DEVELOPPEMENT RURAL DE

EYDRAULIQUE ET DE L-ENVIRONNEMENT



NIAMEY

NIAMEY

NIAMEY

NIAMEY



NIlMEY

NIAMEY

NhIMEl■

NIAMEY



MINISTERE DES FINANCES ETDU PLAN

MI1ME.Z1KA AMIN1ATA

DIRECTEUR, MR. HALIDO BADIE

DIRECTEUR. MR. IDE. ISSOUFOU



MINISTIEREDU UEVELOPPEMENT RURALDE
L HYDRAULIQUEETDE L'ENVIRONNEMKNT

MINISIERE DES AFFAIRESETRANGERFS

DJRECTEUR, MR. ZIBO ZAKARA

DIRECTEUR. MR. MAHAMAN ABDOU



MANGAlZE

MANGAIZE

MANGAIZE

SALKADAMNA



TUIZEGOROU
TUIZEGOROU

TUIZEG0IROU
TUIZEGOROU



CHINAGODAR CHINAGODAR

TAROUM
TAROUM



TRAVAUX DES PUITS
TRAVAUX DES PUITS

TRAVAUX DES PUfTS TRAVAUXDES FORAGES



BANEBERI - I (PHASE 1)
HASSOU - 2 (PHASE I)

HASSOU - 3 (PHASEi•j
BANEBERl - 4 (PHASE I)


	表紙
	まえがき
	プロジェクト位置図
	目次
	1.　背景
	2.　地区の概要
	3.　計画の目的
	4.　計画の概要
	5.　プロジェクト実施に向けての提案
	6.　相手国実施機関
	7.　総合所見
	［添付書類］
	A-1　調査者略歴
	A-2　調査日程
	A-3  資料収集リスト
	A-4  面談者リスト
	A-5  調査実施案
	A-6  関係省庁組織図
	A-7  現地写真




